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皿 はじめに  

生産計画問題で，計画を立てる時点では材料の使用  

限度や工程の稼働限界などに不確定な要因が存在する  

場合がある．そのようなあいまいさを考慮して解を求  

める手法に，ファジィ多目的計画法がある．   

ファジィ多目的計画問題において，例えば売上高を  

目的関数とするとき，係数である製品の価格は決定変  

数である販売量に影轡を受けて変化する場合がある．  

このように価格の変動を考慮した生産計画問題では，  

目的関数の係数は定数値ではなく決定変数の線形関数  

として表されることがある．その場合，関数を明確に  

与えることは困難であるので区間数を係数とする線形  

関数として表す．このように考えると間項は2次の目  

的関数をもつ区間型ファジィ多目的計画問題となり，  

直接解くことが困難である．そこで本研究では区間数  

である目的関数の係数を0－1変数を用いて区分的に近  

似し，区間2次計画問題を混合0－1線形計画閉場に帰  

着させる解法を提案する．   

2 係数が決定変数の線形関数で表さ   

れる多目的計画問題の定式化  

目的関数の係数C’りと決定変数勺の間に次式のよ  

うな関係がある場合を考える．  

C烏メh）＝叫∬J＋嶋，嶋】  
（1）  

（た＝1一，…，∬；J＝l，‥・，川）  

ただし嶋，嶋】は上限値が喘，下限値が鳴の区間  

数，l▲りは定数である．このように目的関数の係数を  

決定変数の関数として表すと二 通常のファジィ多目的  

計画問題は旺f）1ヨのように定式化される．  

旺Pl』  

鎮火化  

†l rl  

；た＝∑仁一り（互恒＝∑（・町中両川抽）（2）  

J＝1  メ＝1  

（た＝1，‥・，八■）  

制約条件  

n  

∑町折絹（f＝1，…，川・）  （3）  

j＝1  

り≧0（ノ＝1，…，，l）   （4）   

ここで，（3）式は左辺がだいたいみi以下という制約で  

ある．  

3 提案する解法  

EPl』は目的関数の係数に区間数と決定変数を含ん  

でいるため，2次の区間型多目的計画問題になり，解  

くことが困難である．そこで本研究では0－1変数を用  

いて係数の関数を区分的に近似し，目的関数の係数が  

決定変数を含まない形にする．   

決定変数の関数で表された係数を〃等分し，Cりを  
C£jで表す・  

（5）   
（：■iJ＝  

するとEI－1】は目的関数が1次式で表される．決定  

変数£ブも〃等分し，り1，…，£ブ∧rに分割する・りを（6）  

式のように勺1，…，£ブ〃の和で表す・0－1変数βJんを用  

い，£Jl，…，∬ブ〃の範囲を（7）式のように表すt（8），（9）  

式よりβメ九は0か1の値をとり，さらにⅣ個あるβJん  

のうちただ1つが1の値をとり，他はすペて0なの  

で，同様に〃個ある彗拉のうち0以外の値をとるのは  
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ただ1つである．   

〃  

勺＝∑榊（ノ＝1，…，Tl）  
h＝1   

eメナー．ざメ八≦J‥J九≦cル＋1βル  

制約条件  

．妄  
ノ ）  

（よ＝1，…，nl）   

（ゐ＝1，…，∬）  

（た＝1，‥・，〟）  

＞入  
（18）   

（19）  

（20）   

（21）   

（22）  

／叫   αiJご  

／煩（z吾）≧入  

〝gご－（zg′）≧人  
（ノ＝1，…，，申・＝1，… ，〃）   

（ノ＝1，…，＝・）  （8）  

（9）  

（ノ＝1，‥，Tl津・＝1，…，〃）  

〃  

∑榊＝1  
Jl＝1   

勺J．∈（0，1）  

〃   

勺＝∑J：メ′．（ノ＝1，・‥，Tl）  
Jl主1  

eブ九βル≦∬ノ九≦eブJ叶1βル  

（ノ＝1，…，Tl；ん＝1，…，〃）   

（ブ＝1，…，n）   （23）  

（24）  

（ノ＝1，…，，l；Jl＝1，…，〃）  

〃  

∑榊＝1  
九＝1   

勺J．∈（0，1）  

これにより，【Pl】は【P2】のような目的関数が1次  

の区間型多目的計画問題になる．  

【P2】  

最大化   

Il∧r   

zた＝∑∑【cら′い瑞′．トル（た＝1，…，〟）（川）  
J＝1九＝1   

制約条件   

ただし，  

n〃  

z倉＝∑∑私㈲（鳥＝1，t‥，呵（25）  
J＝1Jl＝1  

Il〃  

zgす＝∑∑c£；′苗′．（－た＝1，…，〃）（26）  
J＝1ん＝1  

また・／帰，〃〟㌘はそれぞれ係数が区間数の下限値・  

中央値である目的関数の線形メンバシップ関数である．  
【P3】は目的関数と制約条件式が1次式で表される通  

常の線形計画問題なので，シンプレックス法により解  

を求めることができる．   

4 おわりに  

目的関数の係数に決定変数と区間数を含むような多  

目的計画問題は区間型非線形計画問題となるため解く  

ことが困難である．本研究では，目的関数の係数を区  

分的に分割し，目的関数の係数から決定変数を取り除  

いて通常の線形計画問題に帰着させる区間型2次計画  

問題の近似解法を提案した．   
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（12）   
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（14）  

J：j≧0   （ノ＝ト，＝・）  

〃   

ユ！ノ＝∑瑚（ノ＝1，…，Tl）  

ん＝1  

eルざJ九≦りん≦eル＋1βメ九  

（ノ＝1，…，↑l；ん＝1，・‥，〃）   

（ノ＝1，…，†l）  （15）  

（16）  

（ノ＝1，…，町ん＝1，…，ん）   

∧r  

∑βメ′，＝1  
九＝1   

5j九∈（0，り  

【P2】は目的関数の係数に区間数を含んでいるの  

で，このままでは解くことが困難である．区間数の大  

小関係を区間数の下限値c⊥と中央値c几一で判断すると  

考え［2】，2×た佃の目的関数を持つ問題に変換し，そ  

の間題にWel・11erS【1】の解法を適用する．制約条件と  

目的関数のメンバシップ関数を線形関数で与え，最小  

オペレーク法で統合すると，【f〉3】を解けばよいこと  

になる．  

【P3  

最大化  

（17）  
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